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令和７年第１４回野洲市教育委員会定例会 議事録 

 

 

    〇日 時 令和７年１１月１２日 

         開会時刻１３時３４分 

         閉会時刻１５時４０分 

    〇場 所 野洲市人権センター じんけん交流研修室 

 

    〇出席委員 

     教育長 北脇 泰久 

     委 員 本田 亘    委 員 瀨古 良勝 

委 員 南出 久仁子  委 員 山﨑 玲子 

 

    〇出席者 

     教育部長             田中 明美 

     教育部政策監（幼稚園教育担当）  北田 一栄 

     教育部次長            川﨑 小百合 

     教育部次長（幼稚園教育担当）   辻村 朗子 

     こども課長            中野 良博 

     学務課参事            原嶋 亜紀 

     生涯学習課長           井狩 吉孝 

     生涯学習課参事          蜂屋 正雄 

     ふれあい教育相談センター所長   堀  圭一郎 

     学校給食センター所長       北田 岳宏 

     野洲図書館長           早田 ひとし 

     文化財保護課長          福永 清治 

     歴史民俗博物館長         大岡 哲也 

     文化スポーツ振興課長       羽田  均 

     学務課長（事務局）        荒川 貴之 

     学務課職員（事務局）       枝  瑞紀 
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令和7年第14回野洲市教育委員会定例会 

令和7年11月12日 

 

 

【北脇教育長】  令和7年第14回野洲市教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日の出席委員は全員出席で、定足数に達していますので会議は成立をしています。 

 次に、日程第1、会期の決定についてですが、本日1日限りとしたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

【北脇教育長】  ご異議ないようですので、会期は本日1日限りといたします。 

 次に、日程第2、令和7年第13回定例会議事録の承認についてですが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

【北脇教育長】  ご異議ないようですので、第13回定例会の議事録は承認されたものと認

め、後ほど瀬古委員と南出委員にご署名をお願いします。 

 次に、日程第3、令和7年第14回定例会議事録の署名委員の指名についてですが、会議規

則第19条第2項の規定により、南出委員と山﨑委員を指名いたします。 

 次に、日程第4、教育長事務報告に移ります。 

 では、私から10月15日から11月11日の事務報告をいたします。 

 前回も報告をさせてもらいましたけれども、国スポと障スポ卓球競技の運営等の協力、

また4年に1度の市議会議員選挙や5年に1度の国勢調査等に、例年ならば次年度予算に向け

ての事務関係等に集中して取り組めるという時期ではあるんですが、事務局職員の皆さん

には毎日のように本当に夜遅くまでかなりの業務をこなし、また協力していただいており

ます。大変ありがとうございます。 

 一方、幼稚園、学校や学区においては、運動会や文化祭などのスポーツ、文化的な行事等

が毎週のように行われています。先週の土曜日、中主小学校で今までにはなかった2学期の

時期での運動会、暑さを心配することのない、テントを建てなくてもよいというほど絶好の

秋の運動会日和でありました。子どもたちもすごく笑顔で運動会を楽しんでいました。改め

て、学校行事も様々な事業等も決めた日に実施できるということは、本当に幸せなことだな

ということを実感させていただきました。 

 10月17日の日、私は県のフローティングスクール運営懇話会の座長をしておりますが、

私自身が小学生の頃にはこの事業もなく、また中学校の教員であったので「うみのこ」に

乗った経験もないというのに懇話会の座長としてどうかというふうに思ったので、お願い

をして中主小学校の5年生が乗船する日に、大津から長浜まで乗船をさせていただきました。

絶好の晴天で、川岸所長から船内を案内いただいたり、事業の説明や思いを聞かせていただ

きました。子どもたちも船内での活動に意欲的で、守山小学校の5年生と一緒に楽しく学習

をしていました。 

 10月の30日、31日と大津で近畿都市教育長協議会研究協議会が開催をされました。107

都市のうち89市が参加をされまた。今年度のテーマは、『子どもたちが自分でつかむ自分の

未来～「生きる力」の基盤となる非認知能力の育成～』でございました。最初の講演は、「活
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かして生きる」という演題があったんですが、講師は京都大原・三千院門跡の小堀光實門主。

90分という時間が本当に短く感じるほどの興味あるお話でもありました。特にその中で印

象に残っていること、一つには気合を入れるとか、あるいは気合を出せという表現を私たち

もするんですけれども、その本質というのは気持ちを合わせること、これが気合だというふ

うにお話もされました。また、演題の中で活かして生きるというのは、自分の持っている力

を活かして生きること、すなわちこれが生活のことだと悟られた話もされました。特に自分

が思っているからみんなも思っているとか、自分だけが納得していることをみんなも同じ

ように思っていると錯覚していないかという話には、思わず日頃の自分自身の言動を反省

したりもしました。また、気がつかないことを気がついているふうにして生活しているので

はないか、見ているようで見ていない、知らないのに知っているように、分からないのに分

かったかのように、幾つか思い当たる自分自身を振り返らせていただくような機会でもあ

りました。 

 その後、情報交換として三つの事例が報告をされましたが、一つだけ事例を報告させて

いただきます。京都府の南丹市の國府という教育長から、この教育というのが野洲市と同様

に教育の基盤を人権教育にしていること、被差別部落の人々や、それから在日朝鮮人の方々

もたくさん住まわれているというようなことで、その南丹市の教育理念は、児童生徒は生ま

れる場所の姿も環境も選べない、だからこそ就学前教育、保育と接続し、全ての人に保障さ

れている義務教育で可能性を伸ばし、夢と希望を持って進路が実現できる教育を行うとい

うものでした。 

 この南丹市なんですけれども、琵琶湖と淡路島の間ほどの面積で、その中に野洲の3分の

2、約3万人の人たちが生活をされている。受けたい教育がある、子どもありきの教育を実践

されている南丹市の教育に私も心が動かされた思いがしました。 

 どの実践もそれぞれの市の強みを伸ばして、弱みを克服できるような市の実態に応じた

教育がされていると実感をさせていただきました。 

 また、11月9日の日、第50回和田部落解放文化のつどいが人権センターで開かれました。

雨模様の天気でありましたが、センター内には本当にたくさんの人たちが参加者としてあ

りました。今回で50回目の開催、野洲第三保育園の子どもたちの発表に始まって、記念講演

では、私たちの差別をなくす取組とこれからについて4名の方によるパネルディスカッショ

ン、お昼には私は牛丼とおでんをいただきましたけれども、午後からは中学生の少年団、高

大生を守る会「ひびき」、青年友の会の「私たちの思い」、女性部の「解放の思い」を歌に乗

せて、第三保育園つながり有志の会の太鼓演奏、保護者会・ひびきの「思いつないで、過去・

現在・未来」、政治発表として劇の上演、50回の集いの歩み、それから解放への思いや願い

というのが本当にいっぱい詰まった手づくりのプログラムに私も大変心熱くしたなと思わ

せていただきました。この1階で展示発表が今週14日の4時までされていますので、もし時

間があるようでしたら、ぜひご覧いただきたいなと思います。 

 また、昨日は確かな学力向上に向けた県市町教育長懇話会というオンライン会議が開か

れました。18市町が参加をして学力・学習状況調査の分析から見えてきたことの報告など二

つのこと、この中にＤ層というのがあります。正答数の少ない層のことをＤ層というふうに

呼んでいるんですが、そういった子どもたち、児童生徒たちに対して行っている学力保障の

ための取組やつまずきの要因、それから二つ目には市町村教育委員会からのメッセージや
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取組を教員一人一人にどのように浸透させていくのかということについて、それぞれの教

育長から実践報告や問題提起等がありました。出された報告や問題提起はすごく参考にな

る意見もございました。私自身は、やはり本市の子どもたちにしっかりとたくましく生き抜

く力、生きる力を育成することを目標にしているわけですが、学力の向上とか学びに向かう

ためには、この学力・学習状況調査、特に学習状況調査の結果をＤ層の子どもたちにしっか

りと落とし込むことが必要なのではないかなとお話をさせていただきました。学習指導要

領の中には、主体的、多様的で深い学びと言われて久しいわけですが、この調査からは本市

の子どもたちが、例えば各質問の中の1番、できたとか、2番目に、どちらかといえばできた

に回答する子どもというのは、全国平均と比べても大きく差はありませんでした。 

 ただ、一緒に合わせたその割合というものに変わりはなかったんですが、1番のできたと

強く肯定するような割合は高くなかったかなと。どちらかといえば、できましたというふう

な感じの項目の答えのほうにかなり多いという傾向があったかなと思わせていただきまし

た。恐らくこのことには、多分子どもたち自身が、どちらかというと、受け身的に授業に参

加しているんだなというようなことも想像させてもらいました。 

 その中で、特に5番目の回答には、それぞれの質問に対しての5番目というのは若干違う

んですけれども、例えば5番目には、発表する機会がなかったのか、あるいは話し合う機会

がなかったというふうな項目がありましたが、ここのところにも一定層、特にＤ層だと考え

られるような子どもたちに多くありました。実際にはそのＤ層の子どもたちの回答数と、そ

れから学習状況調査の中でのクロス集計というものをもっとしなければ深いことは分から

ないのかなというふうに思いますけれども、授業の中で発表するとか、あるいは話し合った

りするということを実際にやられているというふうな実感がないのか、あるいは本当に機

会として全くないのか、この辺りのことはしっかりとこの調査結果というものを落とし込

んだ中で授業改善、そして分かる授業や楽しい授業と言われますけれども、こういったとこ

ろを教員のほうも子どもたちの実態から学ぶという意識改革が必要かなという思いもさせ

てもらいました。 

 今後なんですけれども、14日の日に教育委員の皆さんとともに、県の都市教育委員会の県

内研修として六つのテーマについて研修をさせてもらう。その後、県の教育委員会のほうと

意見交換をさせてもらいますので、そのときに、今申しましたような課題も含めて、また考

えていけたらなと思わせていただきました。 

 少し長くなりましたけれども、事務報告とさせていただきます。 

 では、報告は以上でございますけれども、何か質問等ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に日程第5、付議事項の議案に移らせてい

ただきます。 

 まず、議案第34号、令和7年度野洲市一般会計補正予算（第6号）のうち、教育委員会所管

の予算に関する意見について、説明をお願いします。 

 川﨑次長、お願いします。 

【川﨑教育部次長】  教育部次長・川﨑です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、資料につきましては、本日配付させていただきました追加のものとなっており

ます。表のほうに議案第34号と書かせていただいておりますものと、関係資料といたしまし
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て令和7年度予算12月補正案一般会計（第6号）を使わせていただきます。 

 それでは、議第34号、令和7年度一般会計補正予算（第6号）のうち、教育委員会所管の予

算に関する意見について、ご説明させていただきます。 

 議案書1ページをご覧ください。本議案につきましては、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第29号の規定に基づき、教育委員会所管の予算案について意見を提出するもの

です。提出理由にありますように、今回の補正予算では、野洲市一般会計歳入歳出予算の総

額に、それぞれ3億9,209万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額274億6,866万4,000円と

するものです。そのうち歳出の教育費予算として、歳出予算総額に6,513万1,000円を追加し、

教育費歳出総額を39億5,809万円とするものです。 

 また、教育委員会所管分としましては、歳出予算の総額から7,414万5,000円を増額し、歳

出総額を34億1,592万6,000円とするとともに、当該教育費に係る財源更正をするものです。 

 それでは、こちらの関係資料のほうを使用してご説明をさせていただきます。教育費につ

きましては、11ページからとなります。 

 まず、目3、事務局費、事業名3、事務局運営費では、教育振興基本計画策定委員会委員の

委嘱する費用弁償、旅費になります。1,000円を増額し、印刷製本費から同額の1,000円を減

額する組替補正をするものです。また、会議及び研修会等に係る資料作成が見込みを上回っ

たことから、複写機使用料10万円を増額補正するものです。 

 次に、目3、教育振興費、事業名2、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定に

伴い、会計年度任用職員の報酬408万5,000円を増額補正するものです。 

 次に、目3、教育振興費、事業名5、教育振興事業費では、全額県委託金にて充当される「生

き抜く力の礎育み事業」において、研修会の内容を変更したことによる講師報奨金3万円を、

また現地研修会先が駅から離れていたため、公共交通機関利用から公用車への移動に変更

したことに伴う旅費9,000円を減額補正し、この同額を人権教育に活用するための教材図書

として学校に絵本を配備するため、図書の3万9,000円を増額する組替補正をするものです。 

 また、児童生徒に配布している1人1台端末の修繕料19万円を増額補正し、ＡＬＴ派遣委

託料残のうち同額の19万円を減額する組替補正をするものです。 

 次に、目4、教育相談費、事業名1、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定に

伴い、会計年度任用職員の報酬68万8,000円を増額補正するものです。 

 次に、目1、小学校管理費、事業名1、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定

に伴い、会計年度任用職員である給食配膳員の報酬55万4,000円及び嘱託用務員の給与88万

6,000円を増額補正するものです。 

 次に、目1、小学校管理費、事業名2、小学校管理運営費では、今夏の酷暑により空調機の

使用期間が長くなったことから、現行予算額が不足することが見込まれるため、光熱水費

250万円を増額補正するものです。 

 次に、目1、小学校管理費、事業名3、小学校施設整備費では、各小学校の空調機器洗浄に

ついて、祇王小学校と野洲小学校の効きが悪い空調機分を追加洗浄する必要があるため、施

設等管理委託料18万8,000円を増額補正するものです。 

 次に、目1、中学校管理費、事業名1、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定

に伴い、会計年度任用職員である給食配膳員の報酬44万1,000円及び嘱託用務員の給与44万

3,000円を増額補正するものです。 
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 次に、目1、中学校管理費、事業名2、中学校管理運営費では、今夏の酷暑により空調機の

使用期間が長くなったことから、現行予算が予算額が不足することが見込まれるため、光熱

水費115万5,000円を増額補正するものです。 

 次に、目1、中学校管理費、事業名3、中学校施設整備費では、市内3中学校における体育

館空調設置工事費用について、監理委託料146万4,000円及び工事請負費1億920万4,000円を

増額補正するものです。 

 なお、特定財源として学校施設環境改善交付金3,146万9,000円及び中学校施設整備事業

債6,690万円を充当するものです。 

 次に、目1、幼稚園管理費、事業名2、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定

に伴う増額及び雇用実績による減額のため、会計年度任用職員の給与1,985万円を減額補正

するものです。 

 次に、目2、青少年教育費、事業名1、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定

に伴い、会計年度任用職員の報酬13万円を増額補正するものです。 

 次に、目2、青少年教育費、事業名3、青少年育成事業費では、はたちのつどいを野洲市総

合体育館で開催するに当たり、交通誘導のための警備委託料7万1,000円、会場運営などのた

めの事業委託料91万6,000円を増額補正するものです。 

 次に、目4、図書館費、事業名2、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定に伴

い、会計年度任用職員である図書館事務補助員などの報酬1万3,000円及び図書館司書の給

与111万3,000円を増額補正するものです。 

 次に、目5、文化財保護費、事業名2、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給与改定

に伴い、会計年度任用職員の報酬40万円を増額補正するものです。 

 次に、目5、文化財保護費、事業名4、市内遺跡等調査事業費では、工場用地造成に係る冨

波東遺跡を試掘調査する必要があるため、発掘調査のため派遣委託料44万3,000円、重機等

機材借上料79万円を増額補正するものです。 

 次に、目5、文化財保護費、事業名6、史跡公園管理運営費では、桜生史跡公園の機械警備

機器更新などの修繕料42万円、史跡公園案内所の警備機器更新に伴うシステム委託料の増

額に伴う不足額8,000円を増額補正するものです。 

 次に、目5、文化財保護費、事業名7、受託発掘調査事業費では、大型店舗建設による中畑

古里遺跡ほかでの発掘調査に先立って、必要な工事請負費500万円を増額補正するものです。 

 なお、特定財源として発掘調査原因者負担金500万円を充当するものです。 

 次に、目5、文化財保護費、事業名8、公共事業発掘調査事業費では、下々塚遺跡発掘調査

が延期になったことにより、消耗品費5,000円、印刷製本費3,000円、光熱水費1万円、調査

委託料172万2,000円、重機等機材借上料9万4,000円、工事請負費15万円を減額補正するも

のです。 

 次に、目7、博物館費、事業2、会計年度任用職員費では、令和7年度給与改定に伴い会計

年度任用職員の報酬22万5,000円を増額補正するものです。 

 次に、目7、博物館費、事業名3、博物館管理運営事業費では、今夏の酷暑により空調機の

使用期間が長くなったことから現行予算額が不足することが見込まれるため、光熱水費69

万8,000円を増額するものです。 

 次に、目1、学校給食センター費、事業名2、会計年度任用職員雇用費では、令和7年度給
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与改定に伴い、会計年度任用職員の給与13万7,000円を増額補正するものです。 

 続いて、1ページにお戻りいただきまして、3債務負担行為の「中学校（中主、野洲、野洲

北）における体育館空調設置事業に係る債務負担行為の追加」につきましては、市内3中学

校の体育館空調設置に係る管理委託料及び工事請負費について設定するものです。 

 なお、期間は令和7年度から8年度までで1億6,870万円を限度額とするものです。 

 以上です。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました議案第34号について、ご質問等はございませ

んか。 

 瀬古委員、どうぞ。 

【瀬古委員】  お聞きしたいのは、この議案説明関係資料の11ページの中学校の施設改善

費で、説明では空調設備の設置を主として1億900万円余りを増額変更するということです

が、これは具体的にどこの中学のものなのかを教えていただきたいと思います。 

 それと、もう一つ、私はいつも不思議に思うのですが、教育委員会の決算のときに、会計

年度任用職員の経費を不用額として落としますね。しかし、今回の12月補正では、説明のか

なりの部分が会計年度任用職員の増額補正に関わるものです。増額して、また多分、これは

決算時に不用額として落ちると思うのです。そこがよく分からないのです。理由はそれぞれ

あるのでしょうが、なぜそういうことになるのか、もう少し精査した予算の執行というのは

できないのかと思いますが、分かる範囲でお答えいただけたらと思います。 

 この2点です。 

【北脇教育長】  では、ただいまの2点につきまして。 

 では、荒川課長、お願いします。 

【荒川学務課長】  学務課の荒川です。 

 ただいまご質問をいただきました、まず体育館空調設置の学校ですけれども、これにつき

ましては現在3中学校、中主中学校、野洲中学校、野洲北中学校の体育館に設置するという

ことで、3校とも設置するための工事監理並びに工事請負費を計上するものでございます。 

 それからもう一つ、会計年度任用職員につきましては、これは人事院勧告によります単価

の見直しを含めたもので計上させていただいておりまして、これにつきましては、おっしゃ

いますその決算のときにつきましては、例えばその時間給、時給での支援員などにつきまし

ては、その出勤状況にもよりまして執行ができない金額というものがございますので、現時

点ではあくまで現勤務条件に基づいて要望しております会計年度任用職員につきましての

国の人事院勧告を受けての補正額を込みで計上しているものということで、ご説明とさせ

ていただきます。 

【北脇教育長】  瀬古委員、いかがですか。 

【瀬古委員】  空調ですが、7年度から空調設備の整備に着手するということで、7年度

分の執行額を補正に上げていると。それに加えて１ページにあるように7年、8年度の債務

負担行為を計上しているのですね。 

 空調の整備については、7年単年度で完結する工事ではなく、8年度にまたがるというこ

とで債務負担行為を今回は起すという理解でよろしいですね。 

 それから、会計年度任用職員の増額については、あくまでも人勧のベースアップに伴う

単価改定によるものだということで、人数が増えることでの増額分はないという理解でよ
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ろしいですね。 

 以上です。 

【荒川学務課長】  今の会計年度任用職員の分につきましては、現在、雇用をしておりま

す会計年度任用職員の方に対しての人勧分の増額ということで計上しているものでござい

ます。 

【北脇教育長】  よろしいでしょうか。 

 では、ほかにございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、これより採決に移ります。 

 議案第34号、令和7年度野洲市一般会計補正予算（第6号）のうち教育委員会所管の予算

に関する意見について、賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

【北脇教育長】  挙手全員であります。よって、議案第34号は可決されました。 

 次に、議案第35号、令和7年度（令和6年度実施事業対象）野洲市教育委員会点検・評価に

ついて、説明をお願いします。 

 川﨑次長、お願いします。 

【川﨑教育部次長】  教育部次長・川﨑です。 

 続きまして、議案第35号、2ページになります。議案書関係資料の議案第35号関係資料を

ご覧いただきたいと思います。こちらのほうは本編に入っております。 

 令和7年度（令和6年度実施事業対象）となります野洲市教育委員会点検評価について説

明させていただきます。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第1項の規定に基

づき、別紙のとおり、令和6年度における教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出並

びに公表することについて、教育委員会の議決を求めるものです。 

 議案書関係資料の1ページをご覧いただきたいと思います。 

 第1章の1の経緯でございます。本制度につきましては、平成18年の教育基本法の改正及

び平成19年の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、全ての教育委員会

に点検評価とその結果の公表が規定されたことを受けて実施しているものでございます。

参考として根拠となる法の抜粋を記載しております。 

 2の学識経験を有するものの知見の活用ですが、評価委員につきましては、1号委員から3

号委員までの3名の方に評価をいただいたところでございます。 

 関係例規につきましては、野洲市附属機関設置条例、別表委員の構成を23、24ページに

添付しております。 

 次に、2ページ､3の対象事業の考え方でございます。第3期野洲市教育振興基本計画に位

置づけられております施策を構成する事業の中で、第2次野洲市総合計画の主要事業の11事

業とこれまでの評価で継続すべきとなっている主な事業を加えた14事業としております。 

 なお、本事業評価における対象範囲は教育委員会が所管する教育施策としております。 

 第2章の1の点検、評価の方法につきましては、評価委員会において各事業の担当課から

対象事業の概要や実施状況、内部評価とその理由等のヒアリングを行い、事業ごとの課題や

今後の方向性などを明らかにする中で評価をされたものです。 
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 評価基準につきましては、内部評価の基準と同様、その進捗度と今後の方向性について、

それぞれ5段階の評価により行ったものでございます。 

 続いて、3ページ、2の評価委員会の概要です。評価委員会は3回にわたり開催いたしまし

た。第1回の委員会では、委員長、副委員長の選出と評価のスケジュールの説明、評価対象

事業と評価方向の決定を行っております。 

 第2回の委員会では、対象事業担当課へのヒアリングを行い、事業ごとの進捗状況を聞く

中で、その概要と課題などについての質疑応答を行いました。 

 第3回につきましては評価を審議、決定し、評価報告書の完成に向けて検討を行いました。 

 3の点検評価結果でございますが、評価結果としましては、14の対象事業についてその進

捗度と方向性の評価について記載をしております。7ページには評価結果一覧がございます

が、委員会の評価では進捗度については全て4、方向性については、⑫企画展等開催事業は

「3」、⑥学力向上推進事業は「5」、そのほかは「4」という結果になっております。 

 戻っていただきまして、3ページをご覧ください。委員からの主な評価、意見について、

6ページまで各項目にわたって表記しております。 

 主なものを申し上げます。まず、4ページ、④の不登校やいじめ問題等に対する支援(1)学

務課の事業では、委員の実体験を踏まえ長年、スクールロイヤーの配置を切望していたが、

やっと配置がかなった、学校における様々なトラブルに対し法的観点から支援いただける

として、スクールロイヤーの配置に対しまして高く評価いただきました。 

 ⑤の不登校やいじめ問題等に対する支援(2)ふれあい教育相談センターの事業では、利用

しやすい新施設や事業内容の周知、学校との連携の工夫により効果が見られている、問題の

複雑化や深刻化を予防するためにも、今後も継続して取り組んでいただきたいとのご意見

をいただきました。 

 5ページ、⑦、総合学習等の充実、学務課の事業では、内部評価として委員評価の方向性

が異なっております。学務課としましては、今後、ＡＬＴの配置を拡充していきたいという

期待感から「5、拡充として継続すべき」と内部評価をしました。委員からは英語専科教員

やＡＬＴが配置されることは評価できるが、その中身が重要であり、児童生徒が「使える英

語」への意識づけをする必要があるとのご意見をいただきました。このことから「4、現行

どおり継続すべき」と評価をいただきました。 

 次に、⑨小中学校施設保全事業、学務課事業になります。これまでの夏の暑さとは状況が

変わってきていることから、暑さ対策としての空調設置が急務であり、特に体育館空調設備

の設置がされていないことから、年次計画を少し変更してでも早急に設置していく必要が

あるとのご意見をいただきました。 

 6ページ、⑪生涯学習の充実、生涯学習課の事業になります。現地参加が難しい住民のた

めに生涯楽習カレッジや出前講座を録画してＹｏｕＴｕｂｅやＳＮＳで流す､またはＺｏ

ｏｍで参加できるような多様な方法を検討いただきたいとのご意見をいただきました。 

 次に、⑭永原御殿跡保存整備事業、文化財保護課の事業では、今後の展望として休憩ス

ペースやガイドセンター的な役割を持つスペースの設置や来訪者への説明については、口

頭説明や図面、ポスターだけでなく、より立体的に理解していただけるようＶＲなどの導入

などを活用した体験提供が整備されることを期待しているとのご意見をいただきました。 

 9ページから22ページにつきましては、評価対象事業の1項目ずつの点検評価シートにな
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りますので、併せてご覧いただきたいと思います。 

 説明は以上です。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました議案第35号について、ご質問等はございま

せんか。 

 瀬古委員、どうぞ。 

【瀬古委員】  二つ質問、意見を申し上げます。5ページ⑦の「総合学習の充実」の評価

シート、15ページで評価委員会の委員がおっしゃるように、私もＡＬＴが7年度に配置され

たとことは評価します。しかし、配置をされたらそれで良いというものではなく、いかにこ

のＡＬＴを活用して、児童生徒が実用的な英語を学べる環境やカリキュラムを充実させる

かだと思います。ＡＬＴでしかできないようなことにも配慮して、しっかりやっていく必要

があると思います。今後、ＡＬＴの人数を増やすとともに、その中身の充実を図っていただ

くというのが非常に大事ではないかと思いますので、意見として申し上げておきます。 

 それから、17ページの「小中学校保全事業」です。私も学校訪問をさせていただいて、昨

今、極めて過酷は猛暑をそれぞれの学校が耐え抜くために、様々な苦労をされたと思うので

す。特に、午後に教室外で体育や屋外授業を行うことが非常に困難な状況だったわけです。

かといって、それを体育館でやろうと思っても体育館には空調がないと。外も中も駄目だと

いうような状況だったわけです。 

 加えて、学校の体育館は水害や地震災害など大きな災害が起きたとき、必ずと言っていい

ほど避難所の一つになると思うのです。地震災害などの自然災害は暑いときや寒いときに

関係なく、いつ起こるか分からないわけで、避難したところが過酷な環境では耐えられない

わけですので、最低限まずは空調の整備をしっかりと整えておく必要があると思うのです。 

 そういった中で、先ほどの補正予算で、今年度3中学校の体育館の空調設備の改善に着手

し、来年度末までの2か年にわたって工事が行われるということなので、それはそれでよ

かったと思うのですが、もう一度確認の意味で聞いておきます。北中、それから野洲中学校

の体育館の空調設備は、8年度には完全に完了をするということでよろしいですか。 

 そうであるならば、ここの評価が4ですね。進捗度も方向性も4になっているのですが、今

回の補正、来年の債務負担も含めて2か年でやるというのは本来の計画通りなのか、計画よ

りも時期を早めて拡充していたということではないのか。方向性として現行通り継続すべ

きというよりは、むしろ拡充して継続すべきと評価すべきではないかと思うのですが、その

ことについてどのように考えておられるかお聞きしたいと思います。 

【田中教育部長】  教育部長・田中です。ご意見ありがとうございます。 

 あくまで6年度の事務評価をいただいておりますので、7年度の事業として来年8年度にま

たご報告させていただいて、評価をいただくことになろうかと思います。 

【瀬古委員】  もちろん、これは6年度の評価だと理解した上で言っています。だから、

6年度の進行状況としては予定どおり行っていますでいいのかなと思うのです。 

 ただ、この時点で7年度に向けて、評価委員さんもおっしゃっているように、この体育館

に空調がまだ設置されていないということは、子どもたちの健康や命にも関わる問題であ

るとおっしゃっているわけですね。 

 だから、それに向けて年次計画を見直してでも対応をお願いしたいという意見になるわ

けですから、そういうことを踏まえるならば、6年度は進捗状況としては計画どおり進行中
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ということであったとしても、7年度以降に向かっての方向性は、この文言に従えば拡充し

て継続すべきというのが適当ではないかと私は言っているわけです。 

【田中教育部長】  教育部長・田中です。 

 この事業の方向性等のご指摘もお伺いしました上で、7年度から着手して8年度には完了

ということを目指しております。 

 3人の評価委員様からいただきました結果として今回、ご報告させていただいております。

年次計画を見直してでもというところは真摯に受け止めさせていただいて対応させていた

だきたいと考えております。 

 以上です。 

【瀬古委員】  私も評価委員さんがおっしゃるように、学力云々よりも、子どもたちの

命に関わる、基本的な学校の環境整備が最優先だと思うのです。昨今の気象状況等から見る

と。先ほど答えがなかったのですが、三中学校の空調設備は8年度末をもって完了するとい

うことでよろしいのですか。それだけ確認しておきます。 

【田中教育部長】  教育部長・田中です。 

 委員お見込みのとおりでございます。8年度末までには完了ということを目途に進めて

おります。 

【瀬古委員】  結構です。 

【北脇教育長】  はい。では、ほかにいかがですか。 

 山﨑委員、お願いします。 

【山﨑委員】  今、議論がありました体育館の空調設備については、部活、避難場所でも

あるということで中学校は進めていただくこと、ありがたいなと思います。 

 夏の暑さが年々厳しくなり、長くなるということで、園訪問でも外遊びや水遊びができな

いので中で過ごすしかないとのことでした。ホールの空調は不可欠です。今回いただいてい

る資料の中に、小学校の体力低下のことがありました。外で遊べない日もたくさんあります

し、体育の授業も考えると、中学校が終わったらぜひとも小学校や就学前のほうも空調設備

工事を広げていっていただきたいと思います。 

 それから、資料の中に、中学校での残食を減らす取組が成果を上げていると書かれている

のですが、どのような取組をされているのか教えていただければありがたいです。 

 ALTと学校司書が今年度1名ずつ就きました。学校訪問は、その成果も少し聞かせていた

だきました。予算の関係で難しいかも分からないですが、次年度さらに増員されるように、

今年度の成果を取りまとめて、また分かっていれば教えていただけるとありがたいと思い

ます。 

 以上、3点です。 

【北田給食センター所長】  給食センターの北田です。 

 まず、残食の取組ということでのお問合せなんですが、食育事業でうちのほう、小学校、

中学校にそれぞれ勤務しています栄養教諭が各学校のほうに出向いて食育の授業であった

りとか、あと地元の食材を使ったことによって興味を持ってもらうとか、各家庭での献立を

考えてもらって、それを採用して給食のメニューとして出すということで、子どもに興味を

持ってもらって、おいしく、食べていただくような取組のほうをした成果が上がってきてい

るのかなというふうに考えております。 
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【原嶋学務課参事】  学務課・原嶋です。 

 小中学校で残食ゼロを設定しています。それも効果を表しているんではないかと思って

います。 

 以上です。 

【北脇教育長】  では、あと2点について。 

 では、川﨑次長。 

【川﨑教育部次長】  教育部次長・川﨑です。 

 予算につきましては、可能かどうかというところはあるんですけれども、ＡＬＴと学校司

書の増員ということで予算要求はさせてはいただいております。また、それの結果次第では

ありますが、予算がつきましたら積極的に活用していきたいと考えているところです。 

 以上です。 

【瀬古委員】  今のＡＬＴのことですが、先ほど申し上げたように、ＡＬＴは配置だけで

はなく中身です。8年度に向けて増員を今予算要求したということですが、財政当局と交渉

するときに、当然、ＡＬＴを配置したことでどのような効果が生じたか、どのように変わっ

たかとか、そこの部分をしっかり説明しないと、単に増員するというだけでは、ＡＬＴの費

用対効果が当然問われるので、そこのところをしっかりと説明する資料を提示する。どうい

う活動をして、どういう効果があったかをしっかりと。単に配置して良かったという話で済

ませては駄目だと思うのです。1人配置してどういう効果を生んだか説明をして、次の増員

に向けて頑張っていただきたいと私のほうからもお願いします。 

【北脇教育長】  では、今のことについて。 

 では、小寺次長、お願いします。 

【小寺教育部次長（学校教育担当）】  教育部次長・小寺でございます。 

 ご意見ありがとうございます。昨年度導入する時点で財政当局とも話したときに、その効

果、今おっしゃっていただいたとおり、それを検証しながら拡充に向けてまた協議していく

という話でしたので、今年度、児童生徒、それから教員、管理職にアンケートをとっており

ます。こういう効果がありましたという結果で、次年度に向けて話をしていきたいというふ

うに思っております。 

【瀬古委員長】 はい、分かりました。では、そのまとめた成果を我々にも聞かせていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

【小寺教育部次長（学校教育担当）】  それ用といいますか、説明できるように、データ

はありますので、きちっとまとめてまたお示しさせていただきたいと思います。 

【北脇教育長】  では、よろしいでしょうか。 

 では、ほかにございませんか。 

 南出委員、お願いします。 

【南出委員】  違う立場で中学校に学校訪問をさせていただいたときに、たまたま先ほど

からおっしゃっているＡＬＴの先生が廊下で生徒と1対1で対話されている場面を拝見しま

した。全員と話をする機会を設けていただけているのは大変貴重な体験だと思いましたし、

帰ってきてから娘が、部活にも参加してくださった話をしてくれました。授業以外でも子ど

もたちと関わっていただけるのは大変ありがたいことだと思っておりました。 

 同日、同学校で6月に木工室から雨漏りがしている教室がありまして、4か月しか経って



 13 

いませんが、より劣化している姿を拝見しております。学校の生徒会では、あるクラスの要

望の中に、トイレに芳香剤を置いてほしいという切実な意見が挙げられていました。先ほど

から体育館のお話もありましたが、やはり学校教育の上でも欠かすことができないトイレ

については、前向きに検討していただきたいと思います。 

 もう1点が、初めに主体的・対話的な学びというお話もありましたが、どうしても授業の

中だけでは得ることは難しいのではないかとも感じております。 

 そういった中で、今回16ページのほうにも挙げられていますが、コミュニティサークル

等、地域の方々のお力をお借りする必要があります。地域の方と総合的な授業を行うことは

野洲市で可能なのでしょうか。 

【蜂屋生涯学習課参事】  生涯学習課参事・蜂屋です。 

 ありがとうございます。13校園で取り組んでもらっている地域学校協働活動は様々な形

で取り組んでもらっています。中学校では、中主中のチュッピーコミュニティサークルが地

域の方と一緒に活動が進められ、それぞれが本番で、オリジナルで、関わった生徒にとって

は充実した時間になっています。 

 おっしゃるように、その地域の中学校区それぞれの特色を生かして進めていただいてい

るという形で、野洲北中学校では今、クラブ活動を中心に進められているツタ刈で交流とし

て環境整備をしながら地域の方と、今月は野球部が整備作業をしながら交流というのもあ

りますし、野洲中でいくと、有志を募って動いてくださっています。南出委員がほかの年で

視察に行っていただいたように、学習と絡めての活動は進んでいません。今度野洲でも、草

津市でいくと総合的な学習の時間や生活科として学習を進める方法もあると思いますが、

まだそこまでの共通理解は得られていない今、関わってくださっている団体とか地域の方

との関係を進めていければということを考えると、委員のおっしゃる活動は十分可能では

ないかなと思っています。 

 以上です。 

【北脇教育長】  ほかに回答いただくところはありますか。 

 では、荒川課長、お願いします。 

【荒川学務課長】  学務課の荒川です。 

 中主中学校の木工室のお話が出ておりましたので、これにつきましては直近、雨漏れの

抜本的な対策ではないんですが、雨が浸入しているであろう箇所につきまして緊急に修繕

を行いました。また、引き続きちょっと状況を見ながら対応を考えたいと思っております。 

 また、中学校の校舎内のトイレにつきましては、まず和式から洋式のほうにこの夏休みに

一部交換をさせていただいております。また、芳香剤のお話がありましたので、その話、学

校のほうに確認させていただきながら対応させていただきたいと思います。 

【南出委員】  ありがとうございます。たまたま訪問させていただけたということで直接

確認させていただいたり、お声をいただいたというところもありますが、おそらく他校も前

回の訪問時とは違う課題が見えてくると思いますので、引き続き確認もお願いしたいと思

います。 

 あと先ほどの総合的な学びですが、受験の時期も早まっている関係上、厳しくはなってく

ると思うのですが、地域の方々も関わっての授業は、少なくとも1年に1時間、2時間でも設

けていただくと、子どもたちのより実践的な体験の場になるかと思っておりますので、どう
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ぞよろしくお願いいたします。 

【北脇教育長】  ご意見としてお聞かせいただいたということでお願いしたいと思いま

す。 

 では、ほかにございませんでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、これより採決に移ります。 

 議案第35号、令和7年度（令和6年度実施事業対象）の野洲市教育委員会点検・評価につい

て、賛成の方の挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

【北脇教育長】  挙手全員であります。よって、議案第35号は可決されました。 

 次に、日程第6、報告事項に移ります。 

 報告事項①、野洲市スポーツ推進計画の時点修正案に係るパブリックコメントの実施に

ついて説明をお願いします。 

 羽田課長、お願いします。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  市民部文化スポーツ振興課の羽田と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 資料につきましては、定例会の報告事項①の2ページ目からと別冊の現計画である野洲市

スポーツ推進計画（中間見直し）をご覧ください。 

 本計画は中間見直しの令和2年度時は、所管課が教育委員会事務局生涯学習スポーツ課

でありましたが、現在は市長部局の市民部文化スポーツ振興課が所管させていただいてお

ります。現計画の表、裏面はまだ所管課は当時のものであることをまずご了承ください。 

 それでは、今までの経緯とともに、パブリックコメントの実施についてご説明いたしま

す。 

 スポーツ推進計画は、スポーツ基本法第10条に定められた地域の実情に即したスポーツ

の推進に関する計画のことで、国が定めるスポーツ基本計画を参酌して定めるよう努める

こととされていることから、野洲市では第2期の野洲市スポーツ推進計画を平成28年に策定

され、令和7年度を目標年度とする10年計画でありました。本来ならば、今年度に次期計画

の策定を行うところでしたが、現在、国の計画が令和8年度まで、県の計画が令和9年度まで

であるため、市の次期計画が最新の国及び県の計画を参酌して策定できるよう、現在の計画

を3年間延長し令和10年までとすることとしました。 

 また、現在の計画は令和2年に中間見直しを行っておりますが、それから5年経過したこ

とから3年間延長するに当たり、今回計画の時点修正を行うこととしました。 

 スポーツ基本法第10条の2項には、地方公共団体の長は、地方スポーツ推進計画を定める、

またはこれを変更しようとするときは、あらかじめ当該特定地方公共団体の教育委員会の

意見を聞かなければならないとされていることから、今回説明に上がった次第でございま

す。 

 今年度に入りまして時点修正に当たり、スポーツ推進審議会を3度開催しております。そ

こで修正案がまとまりましたので説明いたします。 

 時点修正につきましては、新たな計画を策定するものではなく、計画期間の延長に伴うも

のであることから、現在の計画の中で現時点の現状と相違する内容等について修正を行う
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ものとしました。したがって、次の考え方を基本として時点修正を行っております。 

 まず、基本理念及び基本方針を含め、基本的方向と施策の体系は現行の計画のままとしま

した。五つの基本方針に基づき設定している指標項目を現行計画のままとし、指標の目標年

度及び現時点の数値について時点修正を行いました。 

 現状と時点が異なる内容や今年開催された国スポ・障スポに関する内容、中学校の運動部

部活動の地域展開等の状況、現状で実施していない内容等については、延長する3年間の見

通し等を踏まえ必要な修正を行っております。 

 次に、修正の主な内容について、特に教育委員会に関係性の高い項目のみ説明させていた

だきます。 

 資料3ページ目以降となりまして、新旧対照表として右側は修正案で、アンダーラインが

修正内容となります。資料の７ページ目、別冊の現行の計画書では4ページ目に当たります

のでご覧ください。 

 6の計画の時点修正に当たっての目標とする指標の状況把握については、令和6年度時点

の数値を直近の数字として追加しております。2の子どものスポーツ環境の充実のところで

は、小学校5年生を対象とした子どもの体力運動適正テストの合計点を令和6年度に実施さ

れた調査結果を現時点として記載しております。 

 結果としましては、当初、令和2年度に設定した令和7年の目標数値より下を回る結果と

なりました。下段には、結果に対する所見を記載させていただいております。 

 次に、資料14ページ、別冊計画書9ページ目をご覧ください。第2章、市民のスポーツの現

状と課題で、4の学校体育、スポーツの現状の課題では、課題項目として今後の中学校の部

活動地域展開等について、国の方針に基づいた内容にて市の取り組む必要である旨を記載

させていただいております。 

 次に、資料16ページ、計画書の12ページをご覧ください。第4章、今後の施策の展開の指

標について、2の子どものスポーツ環境の充実では、目標とする指標で先ほどの小学校5年

生を対象にした子どもの体力運動適性テスト合計点を、次回改定に合わせ目標年次を令和

10年度としております。男女とも、全国平均点プラス1点とさせていただき､取組方針を下

段のほうに記載いたしております。 

 同じく資料20ページ、別冊13ページ目の今後の展開としまして、1、幼児期から遊びを通

じていろいろな活動を通じて体を動かすことの楽しさ喜びを感じ取ることで、継続性が保

たれるよう支援体制を整える取組が必要である旨や、2の学校体育、部活動の充実と今後の

取組として現状の問題を把握した上で修正させていただいております。 

 これらの全ての修正案や指標については関係機関に意見聴取を行い、協議を重ね、審議会

を経て修正したものとなります。 

 続きまして、資料27ページ目は、野洲市スポーツ推進計画の時点修正に係るパブリックコ

メントの実施についてです。野洲市パブリックコメント手続実施要綱に基づきまして、今回

の野洲市スポーツ推進計画の時点修正を行うに当たり、広く市民の皆様の意見をいただく

機会を設け、より実効性がある計画となるようパブリックコメントを実施する内容となり

ます。 

 意見募集期間を令和7年11月26日から12月16日の20日間とし、いただいた意見について

は、第4回目のスポーツ推進審議会で報告させていただき、市の考え方を整理し、最終案を
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決定することとします。改めて、教育委員会定例会でも報告させていただきます。 

 以上、野洲市スポーツ推進計画時点修正案パブリックコメントの実施についての説明と

なります。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました報告事項①について、ご質問等はございませ

んか。 

 では、山﨑委員、お願いします。 

【山﨑委員】  修正案に係るパブリックコメントの実施については、実施されること自体

をどのように周知されるのか教えていただきたいです。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  27ページをご覧いただいて、閲覧場所がまずございま

して、閲覧場所についてはもちろん当課とこれは実施要項に定めてある施設と、あと総合体

育館、Ｂ＆Ｇ海洋司会センター、野洲河川公園等を含んだところで資料のほうは窓口で閲覧

ができるようになります。 

 また、市のホームページにつきましても、事前にパブリックコメントを実施している旨

の情報提供はさせてもらうこととなっております。 

【山﨑委員】  ホームページや閲覧場所で見ることはできるんですが、これをされるとい

うこと自体はほかの方、一般市民の方はこれを見ないと分からないという状態ですか。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  そうでございます。広報等ホームページを見ていただい

た上で、こういうことを実施しているという内容が記載されていますので、そのときに分か

るという状況です。 

【山﨑委員】  多分スポ少に関わっておられる方は各学校の体育館、運動場を野球とか

サッカー、バレー、バスケ等で使われているかなと思います。それで、そこに置くというこ

とはちょっと場所的に難しいのかもわかりませんが、パブリックコメント実施のお知らせ

だけでもそこでできたらと思いました。 

 市の広報とかホームページをお忙しい生活の中で見られない方でも、子どものスポ少に

は関わっておられる方がご意見を持ちであれば、吸収されていくようにお知らせだけでも

あればなと思いました。 

【羽田文化スポーツ振興課長】 委員おっしゃることはもちろんだと私も思います。特に社

会体育施設を利用されているスポーツ少年団や団体等に見ていただいて、今後のスポーツ

の在り方、考え方等を知っていただいて意見をいただくことはもっともだと思っておりま

す。この辺につきましては、閲覧場所が野洲市の公共施設である総合体育館や河川公園等に

設置しておりまして、学校の体育館とか玄関口とかに置ければいいですけれども、ちょっと

そこまでは想定しておりませんでしたので、市民さんが出入りできるようなところで見て

いただくのが一番だとは考えておりますので、その辺はまた検討してまいりたいと思って

おります。 

【北脇教育長】  山﨑委員、よろしいですか。 

【山﨑委員】  はい、ありがとうございます。 

【北脇教育長】  では、瀬古委員、お願いします。 

【瀬古委員】  お聞きしたいのですが、この計画については28年度に策定をして、令和7

年度を目標年度する10年間の計画であったと。それを3年間延長して、目標年度を10年度に

するということです。 
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 その間に、先ほど説明があったように、事務移管があったわけです。スポーツについては

教育委員会から市民部の文化スポーツ振興課に所管が移っているわけです。 

 しかし、今回の計画については中間見直しということで、この作成主体が教育委員会の

ままでいきますということですね。 

 この説明は市民からすると疑念を持たれるのではないかと思うのです。例えば、その提

出先なり問合せ先は市民部の文化スポーツ振興課になっています。教育委員会との関わり

で言うならば、このパブリックコメントを実施するのも意見を市民にお伺いするのも全て

スポーツ振興課ですね。教育委員会は関わらないわけです。一部学校に関わる体育、スポー

ツは書かれているにしても。 

 ですから、その見直しをするに当たって、この計画の主体も市長部局にするのが分かり

やすいと思うのです。教育委員会の計画なのに、何でスポーツ振興課に意見を言わなきゃな

らないのか、市民からすると事務移管とかいうようなことは分かりづらい話ですよね、と私

は思うのですが、そのお考えをお尋ねしたいと思います。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  今おっしゃったことはもっともな意見でございまして、

実際に今、現行の計画を見ていただき、中間見直しの冊子を別冊として皆さんに誤解のない

ようにそのままお渡ししております。本来ならば、野洲市教育委員会と表面、裏面に書いて

いるところを市民部文化スポーツ振興課とただし書きすれば、今回、時点修正に当たりまし

ては、もちろん修正した本編につきましては新しく市民部として文化スポーツ課名で策定

はさせていただこうとは考えております。 

 委員、今おっしゃったのは、教育委員会に意見を聞くということは、国のスポーツ基本

法に定められているところがございますので、関連する施策、指標等ございますので、今、

意見をお伺いしているという状況です。 

【瀬古委員】  ちょっと今のお答えは分かりにくかったです。逆に聞きますと、ここを

市民部の文化振興課の策定とすれば、どういう支障があるのですか。 

 もっと分かりやすく言えば、この計画の所管は市長部局の文化振興課ですよね。にもかか

わらず、計画の主体を教育委員会とするのは市民には分かりにくいのではないかと言って

いるわけです。教育委員会が責任を持てる中身ではないわけです。責任を持つのは文化振興

課ですよね。それならば、表札と中に住んでいる人が違うみたいなものです。それは一緒に

したほうが良いのではないかと、素朴な質問をしているだけです。ですから、簡潔に答えて

いただくとありがたいです。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  繰り返しの説明となるかもしれないですけれども、今、

この野洲市のスポーツ推進計画というのは、最初に説明させていただいたとおり、変更等を

する場合はあらかじめ教育委員会の意見を聞くということがスポーツ基本法の条項として

ございまして、今、この場をお借りして説明をさせていただいて意見を聞いておるところで

ございます。 

 教育委員会に委ねているというわけではなく、市民部としてこの計画を持っているわけ

ですので、市民部の計画として位置づけておりますので、というところで説明ができている

かどうか分からないんですけれども、ちょっとそこまでしか何とも言えないところがござ

います。 

【瀬古委員】  最後のところが歯切れが悪いのですが、ということは、最終でき上がりの
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スポーツ振興計画には、表紙の下は教育委員会ではなくて市民部スポーツ振興課になると

いうことをおっしゃっているのですか。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  そうです。 

【瀬古委員】  それならば、ここを修正して出せば良いのではないですか。でないと、我々

はどう受け取っていいか分からないです。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  すみません。現計画を分かりやすく意識しておりました

ので、当初説明させていただいた所管課が変更した旨の経緯を説明した上で、確かに令和２

年の計画はこのような形でつくられていますよというのを示したかったというのもござい

ます。 

【瀬古委員】  分かりました。今、修正案を出しているわけですから、標題下段の計画主

体も修正してパブリックコメントに出せば分かりやすいわけです。前回の中間見直しは教

育委員会の所管だったから教育委員会だったけれど、事務移管によって現在は市民部が所

管していると書いていただいたら分かりやすかったのですが、これでは教育委員会が計画

の策定主体に見えるからお尋ねしているわけです。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  説明不足で申し訳ございませんでした。 

【北脇教育長】  ほかよろしいでしょうか。では、ほかございませんか。 

 本田委員、お願いします。 

【本田委員】  本田です。この計画の時点修正ですか、教育委員の意見を伺うということ

を前提で今日来られているということでいいんでしょうか。 

 そうなると、あと10年後、また教育委員会にこういう形で上がってくるので、所管が変

わったけれどもこのままになるんですよね。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  繰り返しとなりますけれども、このスポーツ推進計画は、

国が定めるスポーツ基本計画等を参酌して定めるようにと記入されていることから、3年後

の令和10年に新しく第3期を改定する際も皆様のご意見を伺うことだと考えております。 

【本田委員】  分かりました。 

【北脇教育長】  無理やり納得いただいたような感じになってしまいましたけれども。

すみません。 

【瀬古委員】  しつこいようですが、その意見を聞くのは当然だと思うのです。それは学

校教育と関わる部分があるから。 

 要するに策定主体がどこかということは、明らかにしておかないといけないと言ってい

るだけであって、多分本田委員もそのことをおっしゃっていると思うのです。新しい第3期

計画になろうが一部の部分について教育委員会に関わる部分があるから、それは教育委員

会の意見を聞くというのは当然な話だと思うのです。 

 ただ、誰がこれを策定するかは、はっきりとしておかないと、市民からすれば疑念が生

じるということだけです。 

【北脇教育長】 ということで、よろしくお願いしたいと思います。 

 ほかよろしいでしょうか。 

 では、南出委員。 

【南出委員】  スポーツ推進計画の13ページの(2)番ですが、学校体育や部活動の促進で

記載していただいていますが、今後、どういった形で誰が指導していかれるのか気にされて
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いる方もいらっしゃいます。今後、先ほどからおっしゃっている市民部の文化スポーツ振興

課のほうで部活動に関しての問合せがあったとしてもお答えいただくことが可能な状態な

のでしょうか。教えてください。 

【羽田文化スポーツ振興課長】  まず、部活動の件につきましては、今現在、教育委員会

の事務局の方と一緒に今後の展開についての相談、協議等は重ねております。ですので、今

年度、コーディネーターさんを2人配置されまして、今後の進め方等を検討されているとい

うのも同じような中で協議は重ねています。 

 確かにこちら市民部の文化スポーツ振興課のほうは、学校施設、要は社会体育施設でご利

用いただけるグラウンドや体育館の開放事業を実施しておる手前上、やはり地域展開によ

ることによってその施設を使うことが出てきますので、そういう中身的なものもございま

すので、協働で議論を重ねて今後、いい展開ができるように進めているところでございます

ので、両方の、教育委員会と市民部になりますけれども、今の現状、市の取組としてはそう

いう形になっております。 

 以上です。 

【南出委員】  はい、ありがとうございます。恐らくこういう形でパブリックコメント

等をされて資料を拝見すると、保護者の皆さんはそちらに問合せをしたら教えていただけ

るというふうに解釈される方も出てくるのではないかなと思っています。今後、問合せが文

化スポーツ振興課のほうにされるということも念頭に置いていただいたほうがいいのでは

ないかなと思っておりますので、お伝えさせていただきます。 

 以上です。 

【北脇教育長】  また、パブリックコメントが出てきたときに、今、羽田課長のほうから

話があったとこら辺を例えば答えとしてさせていただくとかいうふうなことで、理解いた

だける部分もあるかなと思います。 

 ほかよろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  ありがとうございました。たくさんご意見を頂戴して、今後のパブリッ

クコメントでは備えていただければなと思っています。 

 では、次に移ります。 

 報告事項②、野洲市立小中学校の上半期の状況について、説明をお願いします。 

 原嶋参事、お願いします。 

【原嶋学務課参事】  学務課・原嶋です。 

 野洲市立小中学校の上半期の状況について、ご報告いたします。報告事項の②をご覧くだ

さい。左側のページが小学校のまとめで、右側が中学校のまとめになっております。 

 暴力行為の件数は、小学校では減少、中学校では横ばい傾向です。暴力的なけんかは少な

いのですが、不注意による接触事故によって大きなけがとなったケースがあります。 

 次に、いじめの認知件数ですが、中学校での認知件数が少なくなっております。積極的な

認知を進めていく必要を感じております。 

 次に、月7日以上の欠席者数は、小学校で昨年度に引き続き増加傾向です。 

 全欠の児童生徒数は小中学校共に減少しています。このことについては、次の表にある別

室登校の増加、ふれあい相談センターの教育支援ルーム（ドリーム）、そして訪問型教育支
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援（ウイッシュ）の利用者の増加が関係していると思われます。児童生徒の居場所づくりが

進んでいます。 

 次に、虐待通告ケースについてですが、小学校では減少し、中学校では増加しています。 

 2ページに移らせてもらいます。交通事故件数は、中学校1年生の自転車運転中の事故が

多く見られました。日常の注意喚起に加え、交通安全教室を開いたりし、事故を未然にする

取組を行っていきたいと思っております。 

 以上です。 

【北脇教育長】  それでは、ただいま説明がありました報告事項②につきまして、ご質問

等はございませんか。 

 では、南出委員、お願いします。 

【南出委員】  中学3年生のお子さんは進路に向けて話が進められていると思いますが、

そういった中で、やはり全欠や別室登校、子ども家庭相談所に相談に来られている方の中に

は、卒業後の進路について方向性が決まらなかったりと深刻に悩まれている方は実際い

らっしゃるものなのでしょうか。 

【原嶋学務課参事】  学務課・原嶋です。 

 やはり全欠の生徒のお子さんについては、ご家族の方も高校に登校できるのかどうかと

いうことや学校をどこにしようかと悩まれていることが多いです。昨年度、ふれ相の所長を

しておりましたが、最近、いろんな形態の高校があり、オンラインで自宅で授業を受けられ

る高校もありますし、学校に週1回だけ行けばいい学校もあります。多様な学び方の学校、

高校ができておりますので、わが子にあった進路がどこなのかを進学相談に行って高校と

話しをしながら、進路先を進めていくような状況になっています。 

 欠席日数の多い中学3年生の生徒さんについては、関係機関が集まって、不登校・ひきこ

もり生徒支援会議というものを行い、中学校を卒業した後、どこの課が子どもさんの支援を

行っていくのかということをみんなで考える会議があります。堀所長が中心となって進め

ていただいていますが、そのようにして切れ目のない支援をするよう行っております。 

 以上です。 

【南出委員】  はい、ありがとうございます。中学生までは市で対応していただけて感謝

されている保護者の方がいらっしゃいました。 

 ただ、卒業後ということに不安を感じておられるのも事実だったので、引き続きできる体

制を取っていただけると、保護者の方も安心して子どもたちを送り出せることができるか

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

【原嶋学務課参事】  学務課・原嶋です。 

 重層的支援会議がついこの間行われ、中学校を卒業した後の支援というものが今現在、

ちょっと弱いものがあるので、ここをどうするかということが会議の中で話題に上がりま

した。まだまだ実行には至っていませんが、やはり野洲市の課題としてみんなで考えようと

している途中です。 

 以上です。 

【北脇教育長】 よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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【北脇教育長】  では、ないようですので、次に移ります。 

 報告事項③、野洲市市立幼稚園の上半期の状況について、説明をお願いします。 

 中野課長、お願いします。 

【中野こども課長】  こども課の中野でございます。 

 それでは、報告事項③の令和7年度の幼稚園の上半期に係る状況につきまして、ご報告申

し上げます。 

 資料は31ページになります。事故報告ですけれども、まず園で起こった事故発生件数につ

きましては上の表のとおりでございますが、令和7年度では16件となっております。令和5

年度、6年度から件数としては減っているように見えますけれども、園児数も減っている分、

割合としてはほぼ同じという形になっております。 

 次に、事故の発生状況ですけれども、学年別、それと年齢別というところで言いますと、

3歳児に比べまして4歳、5歳児のほうが多い傾向となっております。これは3歳児より4歳、

5歳児の保育時間が長いということも影響していると思われますし、また遊びや運動が活発

になる反面、体の使い方がまだ少し未熟なところがあるのかなと思われまして、そうしたと

ころが要因ではないかと考えております。 

 次、②の月別です。おおむね毎年の傾向なんですけれども、8月の件数が少ないです。こ

れは夏休み中の預かり保育のみが対象となっているというところでございます。 

 そして、③の時刻、時間帯で見ますと、令和7年度は12時から14時、特に13時台が6件と

多くなっております。これは午後に入り多少疲れも出てきていて注意散漫になりやすい時

間帯というふうに考えておりまして、転倒や衝突によるけがが多くなっている状況でござ

います。 

 次、④の負傷部位につきましては、令和7年度につきましては歯や口を負傷する件数が6

件と一番多くなっておりまして、転んだときに反射的に手をつくことができなかったり、体

幹の弱さであったりすることが要因ではないかと推察しております。 

 今後に向けてですけれども、まず体づくり、それと安全管理、安全指導、情報共有、職員

研修のそれぞれ取り組んでいくところでございまして、まず体づくりにおきましては、遊び

や生活の中で体を十分に使って楽しさを感じながら体づくりができるよう、保育内容や環

境構成を工夫していくことというところでございます。 

 また、園で実践していることや家庭でできることを発信して、家庭とも連携して子どもの

体づくりに取り組んでまいります。 

 安全管理、安全指導では、施設や遊具等の点検を複数の目で行いまして、日頃から職員一

人一人が危険な場所や事故につながるものはないかなど常に意識しながら、安全管理に努

めてまいります。 

 また、子ども自身も自分の身を守る力をつけられるよう、遊具の安全な使い方や約束事に

ついて一緒に考えていくという取組を進めてまいります。 

 情報共有、職員研修では、事故をしっかり検証しまして、今後、起こらないよう情報共有

し、ヒヤリハット研修を行い、事故を未然に防ぐことに努めてまいります。 

 最後の月7日以上欠席した者の報告になります。令和7年度は33件となっておりまして、

欠席の理由としましては、発熱や風邪症状によるところが多いところですけれども、これか

ら冬にかけて風邪、インフルエンザ等が増えてくることも考えられますので、感染予防への
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意識を高めまして、基本的なところではありますが、うがいや手洗いなど対策を講じてまい

ります。 

 また、ご家庭の事情で欠席されるケースも多くありまして、支援が必要な場合は家庭児童

相談室と連携を図っているところでもあります。 

 そのほか、行き渋りで欠席されるケースでは、家庭や園それぞれの様子を共有しまして、

保護者と園が連携を密にして安心して登園できるよう配慮して進めていきます。 

 以上、報告となります。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました報告事項③について、ご質問等はございませ

んか。 

 南出委員、お願いします。 

【南出委員】  先ほど負傷部位の説明をしていただきましたが、どうしても幼稚園児は腕

とか足とか、要は首よりも下のところをけがすることが多いと聞いていました。そういう時

期にゲームばかりしているとか、守られていてけがをする機会が減っていることによって、

反射的に手が出てくることが少なくなっているという話も聞いてことがあります。 

 だからこそ、今の子どもたちがそうならないように首から上をけがしてしまうことにつ

いて伝える機会はあるのか、もしくは大人がけがをしないように見守っていることが中心

に保育を進められているのか、どちらでしょうか。 

【中野こども課長】  こども課・中野です。 

 教えていただきましてありがとうございます。園での遊びを通じて楽しみながら体づく

り、そこには転んでもすぐ手をつけるようにとか、そういった保育内容が入ってきています

し、あと環境構成といいまして、子どもたちの健やかな発達、そういうのを促すために、例

えば遊具を飛び下りたりとかしてもけががないようにすることができるように工夫したり

するとか、そういったところを園でも指導はしているところでして、あわせてやはり家庭で

も大人の方が見守るというのは一つ大事かなと思います。もちろん、けがはあってはならな

いのですけれども、けがをすることで痛いという経験があって、それも一つの学びになると

いうところはあると思うんですけれども、園と家庭と両方とでその辺は工夫してやってい

く必要があるというふうに感じています。 

【北脇教育長】  ほかどうですか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に移ります。 

 報告事項④、第4期野洲市教育振興基本計画（案）に係るパブリックコメントの実施につ

いて、説明をお願いします。 

 川﨑次長、お願いします。 

【川﨑教育部次長】  教育部次長・川﨑です。 

 報告事項の 32 ページをご覧ください。第 4 期野洲市教育振興基本計画（案）に係るパブ

リックコメントの実施について、ご説明させていただきます。 

 目的としましては、教育委員会では平成 23 年 3 月に第 1 期野洲市教育振興基本計画を策

定以後、5 年ごとに計画の策定をしておりますが、このたび、第 3 期計画が策定から 5 年を

経過することから、第 4 期計画、令和 8 年度から 12 年度を策定するに当たり、この計画案

に対し市民の皆様からのご意見を募集するものです。 
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 閲覧の期間は 11 月 26 日水曜日から 12 月 16 日火曜日までとしています。閲覧場所は「野

洲市パブリックコメント手続実施要綱」第 6 条に規定する場所としており、市ホームペー

ジ、また広報誌のほうでも周知を図らせていただくところです。 

 また、前回の定例会で南出委員から学校にもポスターのようなものを掲示してみてはと

いうようなご意見をいただいておりましたので、その準備も進めているところです。 

 意見の提出方法としましては、学務課へ持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、また広報誌及び

市のホームページに二次元コードを記載していただいておりますので、そちらから意見を

提出できるようにもさせていただく予定をしております。 

 提出いただきましたご意見等につきましては、個別回答はせず、後日、ホームページで

公表いたします。また、その結果につきましては、教育委員会の定例会でもご報告をさせて

いただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 今回、以前の素案の状態で委員の皆様にご意見をいただきました。第 2 回の策定委員会

の方々、また教育委員様のほうからご意見をいただきましたものの反映を一部させていた

だいておりますので、素案からの変更点の主なものにつきましてご報告をさせていただき

たいと思います。 

 本編のほうになりますけれども、まず 1 ページ、計画の位置づけと改定につきまして、説

明に合わせました形で文章と表のほうを見やすく分かりやすい表現に改めさせていただい

ております。 

 続きまして、3 ページ、１、就学前教育・保育施設の状況では、就学前教育・保育施設の

状況と合わせまして、施設の老朽化に伴います整備や更新、必要に応じて幼保の一元化、こ

ども園化を検討しますというような文言を付け加えさせていただいております。 

 続きまして 7 ページ、不登校児童生徒の数の推移なんですけれども、令和 6 年度の滋賀

県と全国の在籍率の数値が公表されましたので、それを追記させていただいております。 

 次に、8 ページ、青少年の健全育成をめぐる状況につきまして、9 ページのところに令和

6 年度の平日を 1 日当たり 4 時間以上使用している割合ということで、学・学調査の結果を

掲載させていただいております。それに伴いまして、8 ページのところ、下から 13 行目、

令和 6 年度からになりますが、これに合わせて文章を修正しております。 

 それから、15 ページ、目標 8、生涯スポーツの振興につきまして、一部成果を記述したの

と、16 文化・歴史資源の継承と活用についても、文化に関する成果を追記しております。 

 また、24、25 ページになりますけれども、主に注力して取り組む施策を追記させていた

だきました。 

 27 ページからの目標ごとに、例えば目標 1 でしたら施策 1 から 4、この施策に取り組ん

でいきますということが分かりやすく、見やすいように追記しました。 

 28 ページ、全国体力運動能力数値指標につきましては、前回、瀬古委員からご指摘いた

だきました。今回のスポーツの中間見直しにも合わさせていただいているんですけれども、

小学生と中学生の目標値の数値を入れさせていただいております。小学生は全国平均プラ

ス 1、中学生はプラス 2 ということで数値を入れさせていただきました。 

 続きまして 30 ページ、不登校無支援児童生徒割合というものを使っていたのですが、数

値目標を年間 30 日以上欠席の児童生徒数に改めました。 

 続きまして 40 ページ、守山野洲少年センター相談件数ですけれども、数値目標を改めさ
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せていただきまして、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」と答えた児童

生徒の割合に変更させていただきました。 

 以上です。 

【北脇教育長】  ただいまの件についてですけれども、ご質問等はございませんか。よろ

しいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  それでは、ないようですので、次に移ります。 

 報告事項⑤、令和7年9月度定期監査の結果について、説明をお願いします。 

 川﨑次長、お願いします。 

【川﨑教育部次長】  教育部次長・川﨑です。 

 報告事項の 41 ページをご覧ください。報告事項の⑤、令和 7 年 9 月度定期監査の結果に

ついて報告いたします。 

 令和 7 年 9 月 26 日、学務課、教育研究所を対象に監査が行われました。その結果につき

ましては、いずれも全般を通じてその処理状況は適正と認められましたので、報告するもの

でございます。 

 以上です。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました報告事項⑤について、ご質問等はございませ

んか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に移ります。 

 報告事項⑥、職員の任免等について、説明をお願いします。 

 川﨑次長、お願いします。 

【川﨑教育部次長】  教育部次長・川﨑です。 

 報告事項の 42 ページをご覧ください。報告事項の⑥、職員の任命等につきまして報告さ

せていただきます。 

 まず、新規採用者、退職者は今回ございません。 

 次に、職員の許可承認等については、正規職員の分限休職延長 1 人の承認を報告するも

のでございます。許可の期間等につきましては記載のとおりでございます。 

 以上、報告させていただきます。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました報告事項⑥について、ご質問等はございませ

んか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に移ります。 

 報告事項⑦、野洲こどもの家移転整備事業の進捗について、説明をお願いします。 

 中野課長、お願いします。 

【中野こども課長】  こども課から中野でございます。 

 それでは、43ページの報告事項⑦、野洲こどもの家移転整備事業の進捗につきまして説明

をさせていただきます。 

 所管としましてはこども課のところですけれども、小学校、特に野洲小学校と深く関連し

ておりますので報告させていただくものになります。 
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 令和6年度から債務負担行為によりまして、野洲こどもの家移転新築工事設計業務委託、

こちらでの実施設計が今般完了いたしましたので本事業の進捗を報告するものでございま

す。 

 まず、1の事業概要といたしまして、位置図につきましてはご覧のとおりとなりますが、

既存の野洲第1から第6及び第7子どもの家を移転集約する形で、野洲小学校プール跡地の駐

車場に整備するものでございます。 

 概要の内容につきましてもご覧のとおりですけれども、野洲駅南口周辺整備に伴いまし

て移転整備するものでございます。鉄骨造4階建て、延べ床面積1411.52平方メートル、40

人の8クラス320人定員で設計をしております。 

 なお、跡地の利用につきましては、野洲第1から第6こどもの家におきましては、野洲駅南

口周辺整備、野洲第7こどもの家におきましては、野洲小学校駐車場として整備する予定で

ございます。 

 下の配置図もご覧のとおりですので、ご確認いただけたらと思います。 

 次に、次のページ、2のイメージパースです。こちら上のほうは外観ということで、北側、

ＪＲ方面から見たパース図となります。それから、下のほうは生活室の内観という形で貼り

付けておりますので、こちらもご確認いただけたらと思います。 

 そして、3のスケジュールになります。今後は文化財調査を行いまして、その後、令和8年

度から令和9年度にかけて建築工事を行い、令和10年の5月のゴールデンウィーク中に引っ

越しを行い移転する予定としております。 

 なお、既存施設の解体工事及び野洲第七こどもの家の跡地の駐車場整備につきましては、

令和10年度中に行う予定としております。 

 説明は以上でございます。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました報告事項⑦について、ご質問等はございませ

んか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に移ります。 

 追加の案件になります。報告事項⑧、令和7年度第5回野洲市議会臨時会における教育委員

会委員の任命並びに教育長職務代理者の指名について、説明をお願いします。 

 田中部長、お願いします。 

【田中教育部長】  教育部長の田中です。 

 本日追加の報告事項ということで、皆様のお手元のほうにお渡しさせていただいておる

と思います。右肩に四角で追加、報告事項⑧と書いておりますそちらの資料を用いましてご

説明させていただきます。 

 本議案につきましては、一昨日、11 月 10 日に招集されました第 5 回野洲市議会臨時会

において提出いたしました。現委員の本田亘委員の任期が令和 7 年 11 月 17 日をもって満

了となることから、新たに次のページにございます野村哲氏を任命するため議案を提出い

たしましたところ、原案どおり同意を得ましたのでご報告をさせていただきます。 

 野村委員の任期につきましては、11 月 18 日から令和 11 年 11 月 17 日までの 4 年間と

なっております。 

 また、次ページの野洲市教育委員会教育長職員代理者の指名についてでございますが、ご
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覧いただいておりますように、瀬古良勝委員を指名させていただいておりますので、あわせ

てご報告させていただきます。 

 以上です。 

【北脇教育長】  ただいま説明がありました報告事項⑧について、ご質問等はございませ

んか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に日程第7、その他に移ります。 

 何かございますか。 

 では、井狩課長、お願いします。 

【井狩生涯学習課長】  生涯学習課・井狩です。 

 令和7年度第2回野洲市社会教育委員会議の開催を11月14日、明後日ですが、金曜日に朝

9時半から歴史民俗博物館で開催をさせていただきますので、ご案内させていただきます。 

 以上でございます。 

【北脇教育長】  では、ほかにございますか。 

 では、早田館長、お願いします。 

【早田野洲図書館長】  図書館長の早田でございます。委員の皆様のお手元には2枚チラ

シをお配りさせていただいております。 

 1枚は、「秋風ブックフェスタやす」というものでございまして、今週末15日の土曜日に図

書館のほうで本を楽しむためのイベントを開催するものです。今までは一箱古本市という

形で一般の方のご自宅にある本をフリマみたいな形で出していただいていましたが、今回

はそこよりも一歩踏み込みまして、市内にあります書店さん、ふたば書房さん、本のがんこ

堂さん、また駅前のロータリーにありますブックカフェのＥＬ ＳＵＲさんにもご協力い

ただきまして、よりにぎやかなイベントとして開催するものです。 

 また、今回、中主地区出身の小説家の結城弘さんにもご協力いただきまして、小説家の方

とか直に触れ合っていただけるようなブースも出展いただくことになっております。 

 蛇足でご案内なんですけれども、このたび、結城弘さんのデビュー作の「二十世紀電氣目

録」という小説が京都アニメーションよりアニメ化することが決まりまして、2026年にテ

レビ放送されるというニュースが入ってまいりましたので、あわせてお知らせさせていた

だきます。 

 それともう1点、12月20日に野洲図書館のこれからを考えるライブラリーミーティング

ということで、元県立図書館長の岸本岳文氏にお越しいただきまして、図書館を育てるとい

うテーマでレクチャーしていただきますとともに、参加いただいた方に野洲図書館の使い

方とかこれからの在り方についていろいろ意見交換していただくというイベントを企画さ

せていただきました。図書館の運営につきましては、特に基本的な方針ですとか計画があっ

てやってきたわけではございませんので、これから図書館というものをどうしていくかと

いうことを考えるまず土台ということで、いろいろな意見を交わす場とできればというよ

うに考えております。 

 以上でございます。 

【北脇教育長】  ほかございますでしょうか。 

 では、大岡館長、お願いします。 
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【大岡野洲市歴史民俗博物館長】  歴史民俗博物館長の大岡でございます。 

 私どもも歴史民俗博物館協議会というものを開催させていただきます。11月18日の火曜

日14時から歴史民俗博物館の研修室で開催させていただきます。令和6年度の事業の報告と

か現時点の中間報告、それから来年度の計画などを審議いただこうと思っております。 

 以上です。 

【北脇教育長】  ほかよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【北脇教育長】  では、ないようですので、次に日程協議に移ります。 

 まず、12月定例会は12月17日水曜日午後1時30分より、人権センターで開催いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、来年1月定例会についてお伺いをします。1月定例会は1月21日水曜日午後1時30分

より、人権センターで開催したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

【北脇教育長】  ご異議ないようですので、1月21日水曜日午後1時30分より、人権セン

ターで開催しますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で、本日の日程は全て終了をいたしました。これをもちまして、本日の会議を閉会い

たします。大変お疲れ様でした。 

―― 了 ―― 


